





































































































































































































































があることも確認 した (表 1)｡ 1 回答者の個人要因 (表2)
性別は ｢男性｣が33.2%,｢女性｣が66.8%である｡年齢
表 1 PSWの実践に対する自主的努力についての因子構造




















･職能団体 (精神保障陸祉領域)以 野会に横手垂的に参加するように努めている ･:.一
･職肯胆1体 (精神保健福祉静勅 に積極的に参加するように努めている. .112 .132
固有値 2.31 2.29 1.89
































































































･グループ活動では､メンバーの-JLとして関わりながら､メンバ-人ひとりの封 ヒやメンバ-同士の動きにも 3.2438 1.0070注目している.クライエントがあなた自身に対して抱いたネガティブな鮒 も受け止めるようにしている.



















2.98 0.85一二_. 栄;:甲':てラ ∴{.･クライエントに賞間の意園を説明してから､本人に話をきくようにしている｡
･クライエントが利用したい社会資源が､クライエントの生活している地域にあるかを確泣している｡ 3.45 0_77








･あなた自身の日頃の社会生活において､クライエントの利益になるものが何かないかに注意を払っている○ 3.1445 0,78.83メンバー同士の会話の流れや個々のメンバ-の思いや言動などから.その場の全体の雰囲気 察知している.


















栄 ･岡田:精神科ソーシャルワーカーのアセスメント過程における精神保健福祉実践活動 :その構造と関連要因 -247-
表4 アセスメン ト過程における精神保健福祉実践活動の因子構追
表4 アセスメント過程における精神保健福祉実姓活動の因子構造
アセスメント過楓こおける精神保健福祉実践活動に関する質問項目 因子負荷量I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
集義貞蔀去藩学寄蓋き≡軽め替地 細 動柳 生 _103.21840292177 -.005193465(氾9227 -.005210181,7469 .0062401- 一∝姑18325 .154062-03ー92α)0349 .α)7- 1004(氾5169∝沿38512





.362 .177 .CK)6 .187 .006 .α)4
.237 .184 .207 .166 .169 -.006
人や家族から情報を集めている○
･あなた自身の日頃の社会生活において､クライエントの利益 .211 .283:+‡凍 専一…. .201 -.OW .OCO .131
になるものが何かないかに注意を払っている. 鰍.:十
･関わりの初期は､問題の解決よりも､問題を抱いているクライエント自身へ共感することに重点をおいている〇クライエントが感じている気持ちをわかちあうように心がけ､今後の対処の仕方を自分のことのように考えている.




･クライエント本人の全体像を把纏するため､本人と関わって .205,14377ー48 .10435-07∝相9 -.00610139ー81 .302-1953312 -.16377ー84㈱ 窟聯腎 一.005仙01334
･クライエントの発言に対し､クライエントの心理的な内面に焦点をあてて分析するよりは､現実的な生活を支援していく上で必要と考える解釈の仕方を行なっている. 漸 ▲謝 三
況を把握するようにしている. r.坤.柵.:≒.i均
･家族とクライエント本人の双方の苦舌から､本人を中心とした .:.580
轟 宗蚕≡=-I;-.fi…意義幽 遠表i~三 :-,_-tq:妻む碑
･日頃の会話の中で､危横状況時において､クライエント本人 & !?!:
が希望する対応の仕方を､本人と-緒に話し合っている. .136-004 .255_1082 .114-00245 .15346(氾9 .112008∝)物療藤二本.i二 .008こ細赫こ:‥汁j:
･日頃の会話の中で､クライエント本人が過度にストレスを感
･グループ活動では､メンバーの一員として関わりながら､メンバ一人ひとりの変化やメンバー同士の動きにも注目している〇ー 同士の会話の流れや個々のメンバーの思いや音勤な 早婚1.3-:千
どから､その場の全体の雰囲気を察知している.固有値 9.76 2.62 1.65 1ー41 1.25 1.ー6 1.06


























































投入変数 ヲ印矧 ヒ係数(B) 標準化係数(β) t値 VIF
性別 (ダミー :男性-0,女性-1) 2.01 0.08 1.87 1.03
年齢 0.44 0.38 0.50 1.93
経験年数 0.34 0.23 4`15*** 1.90
担当ケース数 1.54 0.16 3.86*** 1.0
精神保健福祉士の資格 (ダミー :無-0,有-1) -0.81 -0.02 -0.54 1.04
第Ⅰ因子 スーパ-ビジョンなどを受ける努力 2.36 0.19 4.57*** 1.03
第Ⅱ因子 クライエントとの関わり方への内省的努力 2.34 0.40 9.92*** 1.02


































































































































































































































































































































35)畑智恵美 ･岡田進一 ･小汚 温 ･白樺政和 :.在宅介
護支援センター職員のケアマネジメン ト実践,老年
社会科学,22(1),59-71(2000)
精神科ソーシャルワーカーのアセスメント過程における
精神保健福祉実践活動 :その構造と関連要因
栄 セツコ､岡田 進一
要旨 :本研究は,精神科ソーシャルワーカー (以下,PSW)のアセスメント過程における精神保健福祉実践活動の
構造と,その実践活動に関連するPSWの個人要因とPSWの実践に対する自主的努力を明らかにすることを目的と
して,大阪 ･京都のPSW818名を対象に,郵送調査を行なった｡有効回収率は59.3%だった｡
PSWのアセスメント過程における精神保健福祉実践活動を因子分析 した結果,『クライエン トとの信頼関係の形
成に向けた個別支援活動』『クライエン トの自己決定に関する個別支援活動』『クライエン トの危機状況に関する情
報収集活動』『社会資源の要点に関する情報収集活動』『さまざまな入手経路を活用した情報収集活動』『クライエン
トの生活全体性に関する情報収集活動』『グループの-構成員としての参与観察活動』の7因子が抽出された｡また,
アセスメント実践活動を向上する要因として,PSWの実践に対する自主的努力では,『クライエン トとの関わり方
に関するスーパービジョンあるいはコンサルテーションを受ける努力』『クライエントとの関わり方への内省的努力』
『積極的に研修を受ける努力』の 3国子すべてが関連 していた｡さらに,PSWの個人要因では,『経験年数』『ケース数』
が有意に関連 していた｡
(12)
